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   前橋市文化国際課 

 新型コロナウィルス感染症の影響で、前橋市のアメ

リカにある姉妹都市であるアラバマ州バーミングハム

市との交流機会が少なくなってきました。そんな中で

も、バーミングハム市との交流を行うため、文化国際

課とバーミングハム姉妹都市委員会の理事であるコ

レッテ・バーンズ氏との間で、バーミングハム市の大

学生と前橋市の大学生とのオンライン意見交換会を企

画し、私は通訳として参加しました。 

 交換会では、大学生はお互いにコロナ禍における

キャンパスライフの過ごし方について話しました。大

学生の話を聞いて、コロナ禍での大学生活は色々大変

そうですが、大学生のみんなは逆境に立ち向かってい

ると感じました。 

 コロナウィルス感染拡大が落ち着いたら何がしたい

という質問もありましたが、やはり落ち着いたらみん

なが旅行したいと言いました。バーミングハム市の大学生は前橋市をはじめ、日本に旅行したいという声が

ありました！ 

 コロナ禍でもこの様に交流できることと、大学生が積極的に参加するのを見て、とても嬉しく思いなが

ら、同じような状況の中で人生を送っていることで、みんが「私は独りじゃない」と安心できるのではない

かと思いました。 

今後、同じようなオンライン意見交換会ができれば幸いです。  
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